
様式第３号 

令和 7年度 学校経営報告書（自己評価） 

学校番号 28 学 校 名 静岡県立富士宮北高等学校 校長名 小谷和之 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 
評

価 
成果と課題 

担

当 

ア 

 

規律・礼

節、規

範・帰属

意識を醸

成し、主

体的で健

全な生活

態度を育

成する。 

・「服装・頭髪指
導がしっかりし
ている」「マナー
がよい」保護者評
価が各 90％以上 
・登校指導３日、
昼巡視 20 日を通
して挨拶、声掛け
の励行 
・交通安全教室４
月に実施 
・交通事故 10 件
以内 
・ケイタイマナー
教室１回実施、授
業、ＬＨＲ等で生
徒自らが情報モ
ラルを考える時
間の実施 

・保護者評価 95.6%(-1.1%) 
・挨拶・声掛けは、目標通り
実施できた。 
・交通事故 14 件（R7,12 月現
在）。交通安全マナーに対し
ての苦情が多かった。交通安
全教室は目標通り実施でき
た。「交通マナーがよい」軒
並み低評価 
・「学校にはいじめやネット
による誹謗中傷がなくてよ
い」生徒 92.5%(-0.2%)保護者
84.6%(+0.2%)教員
84.1%(+0.3%) 

 
Ｂ 
 
Ｃ 
 
 
 
 
 
Ａ 

スカート、化粧への対応 
 
挨拶をもっとできるようにし
ていきたい。 
 
交通安全委員会を機能させて
いく。 
 
まだまだ安易な行動がある。
ひき続き啓発していく。 

生
徒 

・「教職員は、悩
みなどの相談（い
じめ含む）にのっ
てくれる」生徒評
価 90％以上 
・特別支援が必要
な生徒への適切
な配慮と支援の
実施 

・必要に応じてケース会議を
実施した。外部機関との連携
を図り、生徒へ適切な支援を
行った。 
・生徒評価 92.1％であり、概
ね達成できた。 

Ａ 引き続き、個に応じた適切な
支援を継続していきたい。そ
のために情報収集と情報共有
が必要だと考える。 
引き続き、スクールカウンセ
ラーを中心とした相談体制を
整備し、充実した相談活動を
行っていく。 

保
健 
 

・式典等の行事を
通じた校訓・校歌
の理解・浸透 
・集会や行事を通
した規範・帰属意
識の醸成 

・式典、集会等を通じて、生
徒は校訓に対する理解を深
めることができた。 
・応援団長の指揮、吹奏楽の
演奏で校歌を歌ったが、大き
な声を出さない生徒が多い。 

・「生徒会活動は生徒が主体

で充実した」生徒 89.4%(1.2%)

保護者 92.2%(+5.3%)教員

（81.4%(+13.8%) 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
Ａ 

校訓の理解を深める指導を継
続的に行う。 
 
昼休みに校歌を流すなど工夫
した。式典の際にしっかりと
声を出して歌えるように、呼
びかけを強化したい。 

総
務 



様式第３号 

イ 探究的な

学習等を

通して、

自ら学ぶ

態度・確

かな学力

を定着さ

せ、将来

社会で活

躍できる

グローカ

ルリーダ

ーを育成

する。 

・「分かりやすく
学力が付く授業」
85％以上 
・「自らの考えを
表現できる生徒」
50％以上 
・一日平均普通科
90 分以上、商業
科 60 分以上 
・「家庭学習が習
慣化している」
70％以上 

・放課後の有効活
用（委員会等の会
議設定、学習指
導、検定対策、部
活動等）の実現に
向けた教育課程
検討委員会を実
施する。 

・生徒  92.3％  
・保護者 88.4％ 
 
・生徒  43.3％  
・保護者 44.1％ 
 
・普通科 129.2 分  
・商業科  88.2 分 
 
・生徒  32.1％  
・保護者 32.4％ 
 
・教育課程検討委員会５回
(１月５日現在)開催。新教育
課程の編成 

Ａ 
 
 
Ｂ 
 
 
Ａ 
 
 
Ｂ 
 
 
Ａ 

生徒の実態にあわせた授業の
展開ができている。授業改善
と併せて向上を図りたい。 
 
場面の創出に対して、生徒が
自分の考えを表現できると感
じている生徒が増加してい
る。 
 
試験勉強等を通じて家庭学習
の時間は確保されている。 
平常時の家庭学習時間の確保
が難しい状況である。授業の
理解を促すことで改善を図り
たい。 
 
新しい学校のコンセプトに合
わせ、新教育課程の編成を進
めている。早い時期での実現
に向け進捗させていきたい。 

教
務 

・ＩＣＴを活用し
た授業の実施率
80％以上 

・生徒  92.3％ 
・保護者 88.4％ 

Ａ 達成できたと思う。各教科に
合った様々な IT ツールを使
用していることが分かり、こ
れからは生成ＡI も導入され
たので活用していきたい。 

情
報 

・「主体的対話的
で深い学びの実
現に結び付く授
業改善に取り組
んでいる」職員評
価 90％以上 
・新課程における
適切な観点別評
価の実施 100％ 
・授業公開週間を
年２回以上実施 

・生徒による授業
改善のためのア
ンケート実施 

・「主体的対話的で深い学び
の実現に結び付く授業改善
に取り組んでいる」職員評価
88.4% 
・観点別評価の見直しが終わ
った。 
・授業研修週間を１、２学期
に 1 回ずつ実施した 
・生徒による授業改善のため
のアンケートを１、２学期に
1 回ずつ実施した 

Ａ 生徒評価は、92.3%のため、良
好だと考える。 
 
新しい評価基準が完成し、教
員の理解が進んだ。 
 
授業参観率がなかなか伸びな
い。先生方に負担なく、授業
参観ができるための方策を考
えていきたい。 
 
印象に残った授業を記述する
欄を設けた。生徒の授業への
受け止め方を把握することが
でき、授業改善につながる有
意義な取り組みであった。 

図
書
研
修 

・充実した探究学
習の実施 

・充実した内容の
実施に向けての
検討委員会の実
施５回 

・１・３年生は新しい内容の
探究学習に取り組むことが
できた。 
・総合的な探究の時間推進委
員会を１回しか行うことが
できなかった。 

Ａ 
 
 
Ｂ 

生徒がより自分事として捉え
やすい内容とした。以前より
課題への関心を高めることが
できた。 
 
委員会は１回しか実施できな
かったが、１・３年生は新し
い内容の探究活動を実施する
ことができた。 

図
書
研
修 



様式第３号 

ウ 学んだ知

識や技能

を実際に

活用した

実践的商

業教育を

推進す

る。 

・対外的な商業活
動 20 名以上 
・３年の課題研究
発表会の実施 
・商業科２級以上
取得 95％以上、
１級３種目以上
取得 20％以上 

・「授業等で実践的
な取組ができ
た」と答える生
徒 70％以上 

・富士宮市と連携したネパー
ルの学生と GoogleMeet で交
流。商工会議所で企業研究発
表。ビジネス基礎の分校の授
業参加など９０名以上の生
徒が対外的活動を実施 
・３年生の課題研究発表会の
実施により令和７年度課題
研究発表会への本校代表を
決めた。 
・商業科２級以上 ７３／７
６人 ９６％ 
・１級３種目以上  １３／
７６人 １７％ 
（令和８年１月８日 現在） 
これから１月に 簿記・情報
処理 ２月に商業経済検定 
実施 
・「授業等で実践的な取組み」
生徒肯定評価 ６５／７６ 
８６％（令和５年入学生） 

Ａ 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 
 
 
Ａ 

対外的な活動や発表に向けた
活動を通して、 持続可能な取
組や商業の見方、考え方を養
うことができた。 
 
次年度に向けて充実させた
い。 
 
充実した課題研究発表会が実
施できた。代表班は県商業教
育研究会の課題研究発表大会
（動画提出）に参加した。 
 
積極的に各種検定に挑戦し、
合格する生徒が多く、学習の
成果が合格率に反映された。
しかし３名の生徒が２級以上
に合格できなかった。 
 
８割の生徒が「実践的な取組
ができた」と実感する授業を
実践した。 

商
業 

・外部人材による
講演会の実施 

・商業科体験入学
会の実施 

・弁理士による知的財産権講
座。税理士による租税教室。 
第一テレビアナウンサーに
よるキャリア講演会実施。 
・商業科体験入学会では簿記
とマーケティングの講座で
体験授業を実施 

Ａ 外部講師や富士宮市と連携し
た活動を通して、生徒の思考
力を深めることができた。外
部講師との連携方法は課題で
ある。 
中学生・保護者に商業科の魅
力について周知できた。 

商
業 

エ 自己理

解・目的

意識を高

め、系統

的な指導

を通して

個に応じ

た進路実

現を支援

する。 

・校外模試偏差値
50 以上が１・２
年で 20 人以上、
３年で 10 人以上 
・「北高は生徒一
人一人に応じて、
計画的な進路指
導が行われてい
る。」生徒肯定評
価 90%以上、保護
者肯定評価 80%
以上 
・「進路決定先満
足度」３年生肯定
評価 90%以上 

・11 月進研（3 年）5 教科マ
ーク 8 人 
・９月進研（3 年）5 教科マ
ーク 5 人 
・６月進研（3 年）5 教科マ
ーク 8 人 
 
・生徒肯定評価 88%以上、保
護者肯定評価 84% 
 
・「進路決定先満足度」３年
生肯定評価 96% 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
Ａ 

3 教科に絞れば 50 以上が 20
人以上いるが、5 教科になる
と 10 人（19 人中）に届かな
い。それでも過年度よりは上
位層が多い。 
 
 
目標値に届いていないので、
早期の面談や、試験直前の迅
速な対応もあり、生徒個人の
希望に合った進路を実現でき
た。 
進路未定者が 10％以上いる
ため、96％は多すぎる。 

進

路 



様式第３号 

・生徒の進路意識
を向上させるた
め、学期に２回以
上自らの行動を
記録させ、学期に
１回程度内容を
振り返ることで、
その後の行動が
主体的で意識的
になること 
・「学びの基礎診
断」としての測定
ツールを活用し、
学年等で検討会
を実施し、進路指
導に活用する。 

・志望理由書や自己ＰＲなど
を通して自身の特徴を理解
できた。 
・年度初めに「スタディーサ
ポート」を実施し、その後振
り返りを実施した。 

Ａ 
 
 
Ｂ 

推薦試験や総合型選抜での合
格率を上げるために、個別指
導における教員同士の横のつ
ながりを強くしていきたい。 
 
学年職員全体で生徒全体の状
況把握は難しいため、担任に
任せてしまう部分が多い。 

進
路 

・新しい入試に対
する情報を収集
し、その結果を生
徒に伝える機会
を学期１回程度
持つことで、生徒
と教員の情報共
有ができること 

昨年度から「情報Ⅰ」が共通
テストに加わったが、担当教
員が少ないため、指導方法は
定着できていない。しかし、
多くの教員の協力により、来
年につながる指導の見通し
は立ったと思う。 

Ａ 入試に向けた進路課計画を確
固たるものにいていきたい。 

進
路 

オ 多様な活

動への参

加を通し

て、自己

有用感・

達成感、

豊かな人

間性、共

生意識、

社会的資

質・能力

を育成す

る。 

・「充実した部活
動により人間性
が高められた」と
答える生徒 85％
以上 
・ボランティア活
動に参加 40％以
上 
・生徒会を中心と
したボランティ
アの参加４回以
上 
・よりよい学校づ
くりや校則の見
直し等に、生徒が
積極的に参画す
る経験を通して、
物事が成就する
過程を経験させ、
自己肯定感の高
揚を図る。 
・生徒会の生徒を
中心としたラン
チミーティング
の実施…年間 10
回以上 

・生徒 91.8%(+2.8%) 
 
 
 
 
・生徒 46.7%(-0.3%) 
 
 
・生徒会主催ボランティア５
回実施。40 名以上が参加。 
 
 
・ランチミーティング７回実
施。 

Ａ 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
Ａ 
 
 
 
Ｂ 
 

新しい動きが始まる来年度、
状況を把握しながら更なる充
実を図っていく。 
 
 
もっと多くの生徒が参加する
よう促していく。 
 
地域との共生意識が育った。 
マイコーデウィークの実践を
もとに校則を考えることな
ど、自主的行動が見られた。 
継続して取り組む必要性が高
い。 

生
徒 
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・朝読書を時間通
り始めているク
ラス 100％ 
・奨励図書の生徒
公募、ビブリオバ
トル活動の継続 
・図書貸出全校で
1,000 冊以上 

・生徒は 94.7%、保護者は
93.5%と回答しているため、
おおむね良好である。 
・ブックフェア、図書購入、
読書週間を行った。ビブリオ
バトルの取り組みは良好で
ある。 
・図書貸出冊数は、全校で 601
冊だった。 

Ａ 
 
 
Ａ 
 
 
 
Ｂ 

生徒・教員ともに朝読書の時
間が確保され、読書を楽しむ
雰囲気が定着している。 
「読書県しずおか」を受賞す
ることができた。今後も精力
的な活動をしていきたい。 
図書貸出冊数は目標には届か
なかったが、放課後の来館者
数は昨年度より約 40 人増加
した。来館者数の増加を貸出
数の向上につなげられるよう
にしたい。 

図
書
研
修 

・「学校は清掃や
整頓がきちんと
行われていてキ
レイである」職
員評価60％以上 

・職員評価 48.8％であった。 Ⅽ 本年度も達成することができ
なかった。委員会等を使い、
清掃点検を行っていく。 

保
健 

・富士宮分校生
徒とのプランタ
ーの植栽活動の
実践（年 1 回以
上） 

・計画通り実施することが
できた。 

Ａ 日程調整が難航するが引き続
き継続していきたい。 

保
健 

・分校との交流
20 回以上 

・富士宮分校生徒
とのプランター
の植栽活動の実
践（年 1 回以上） 

・分校との交流 20 回以上を
達成できた。さらに分校職員
との合同研修会や新規で生
徒会のランチ交流「みやラ
ン」を行えた。富士宮分校の
交流は、北嶺祭・体育の部、
庭園・美化委員会による植栽
作業、一年部生徒の交流等
を、20 回以上行うことができ
た。 

Ａ 今年度の交流に加え、来年度
は商業科の授業（ビジネス基
礎）において交流を行う。ま
た、「みやラン」の拡大を計画
中である。 

共
生
共
育 

カ 外部諸機

関・地域

との連携

や積極的

な広報活

動を通し

て、開か

れた学校

づくりを

推進す

る。 

・教職員向け校

内研修２回以上 

・生徒の地域防

災参加50％以上 

・「防災訓練等で

生徒の防災に対

する意識が高ま

っている」生徒

評価 90％以上 

・職員向けに、マンホール
トイレの組立など、防災研
修を２回行った。 
・呼びかけを強化したが、
インフルエンザの影響もあ
り、生徒の地域防災参加率
は昨年度とほぼ同程度の
32％だった。 
・「防災訓練等で生徒の防災
意識が高まっている」が生
徒 89％、保護者 85％、職員
87％であった。 

Ａ 
 
 
Ｂ 
 
 
 
 
Ａ 

・効果的な研修を継続する。 
・地域防災に対する生徒の意
識を高めるため、更に工夫が
必要である。 
・新校舎からの避難経路を確
認して、防災訓練をしっかり
と行うことができた。 
・防災頭巾の着用も概ね達成
できた。呼びかけを継続する。 

総

務 
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・適切な時期の迅
速なホームペー
ジの更新 
・インスタグラム
によるタイムリ
ーな配信 
・ＰＴＡ、学校後
援会及び同窓会
との連携強化 

・ホームページの年度更新、
及び目次や内容の更新も随
時、迅速に行った。学期ごと
にアクセス数をまとめて提
示した。 
・「地域や保護者に積極的に
情報発信している」が保護者
89％と大幅に伸びた。教員は
95％。 
・タイムリーな配信を大量に
行うことができた。1 月 15 日
現在、投稿数 714 件、フォロ
ワー1892 人である。 
・クラスや部活などに担当を
割り振ることによって、学校
全体の活動状況や生徒の笑
顔を発信することができた。 
・「本校のＰＴＡは活発であ
る」が保護者 95.2％と更に伸
びた。 
・ＰＴＡ役員会が円滑に進ん
だ。ＰＴＡの各委員会が活発
に活動し、奉仕作業等の行事
も盛大に実施された。 
・後援会や同窓会との連携及
び見直しを進めた。 

Ａ 
 
 

・12 月末までの表示回数は約
21 万 4 千回、アクティブユー
ザは約 4 万 4 千人である。 
・内容更新を継続的に進め、
迅速かつ正確な情報提供を行
う。 
・昨年度から始めたインスタ
グラムがしっかりと定着し
た。タイムリーかつ笑顔のあ
ふれる記事を継続的に発信す
る。 
・ＰＴＡ活動の活性化を更に
進める。 
・ＰＴＡ、学校後援会、同窓
会との連携を更に進める。 

総
務 

・一日体験入学ア
ンケート、満足度
80％以上 
・魅力的な体験入
学および公開授
業の実施 

・効果的な広報資
料の作成と中学
校訪問年３回実
施による志願者
の確保 

・中学生 98％ 
・保護者 96％ 
 
・簿記・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの体験授業
実施 
 
・中学生満足度 95.5％ 
・中学校説明会の実施年間 8
校実施。その他の中学校訪問
は地域内全校に回った。 

Ａ 
 
 
 
 

満足度は非常に高かった。日
課調整も上手にはたらき、部
活動見学まで充実して実施で
きた。 
商業科の体験授業で本校の授
業の魅力を伝えられている。
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの授業に変更し新た
な魅力を創出することができ
た。 
中学校説明会は重要な広報の
場である。誰が説明に行って
も同じ内容で説明ができる体
制を作ることが課題。 

教
務 

キ 教育活動

を推進し

ていくた

めに必要

な校内研

修を実施

し、教員

の資質向

上を図

・校内研修参加
95％以上、満足
度 80％以上 

・事例研究、グル
ープ研修を年３
回以上実施 

・校外研修の報告
することで情報
共有 

・校内研修参加、満足度とも
に目標を達成している。 
・チーム研修を４回実施し
た。 
・かえつ有明高等学校の視察
報告を実施した。 

Ａ 
 
 
 
 

今後も教員のニーズに応え、
教育実践に活かせる研修を継
続的に実施していく。 
年次研修の教員が、それぞれ
の課題意識に基づいて選択し
たテーマについて協議するこ
とができ、有意義な研修であ
った。 
県外視察は１回のみであった
が、内容は興味深かった。 

図
書
研
修 



様式第３号 

り、安全

で信頼さ

れる学校

づくりを

推進する 

・コンプライアン

ス委員会を年

３回開催し、職

場環境や教職

員の勤務状況

を把握して適

切に対応 

・コンプライアン

ス通信を配布

し注意喚起 

・コンプライアンス委員会
年 3 回実施した。 
・毎月、コンプライアンス
研修を実施し、教職員の不
祥事はなかった。 

Ａ 今年度は不祥事がなかった。
次年度以降もこの状態を維持
したい。 

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン 

ス

委 

・各教室への消毒
設置 100％ 

・感染症・熱中症
の注意喚起を
年３回以上実
施 

・すべての教室に設置する
ことができた。 
・計画通り実施することが
できた。 

Ａ 
 
Ｂ   

設置はしてあるが、活用には
クラスで差がある。有効活用
する方法を考えていきたい。 
感染症については、インフル
エンザの感染拡大が見られた
ので、教室や部室での過ごし
方について改善できるよう、
啓発していく。 

保
健 

・監査等における
指摘事項０件 
・令達予算の見込
みを含む第３四
半期執行率 85％
以上 

・施設設備安全点
検月１回以上に
より、施設設備
の不備に起因す
る事故発生件数
０件 

・例月会計検査、会計指導検
査、物品指導検査、公有財産
調査及び監査（財務）におけ
る指摘事項はなかった。 
・見通しを含めておおよそ達
成できた。 
・事故発生件数は０件を達成
できた。全般的な安全点検は
担当による１回しかできな
かった。 

Ａ 
 
 
 
Ａ 
 
Ｂ 
 
 
 

軽微な修正を要する点や、誤
りに自ら気づいて修正した点
はあるため、事務職員相互に
チェックをしつつ、引き続き
迅速かつ正確な事務処理を行
う。 
厳しい予算状況の中、職員へ
呼びかけるなど、細やかに対
応できた。 
部分的な点検は連絡があった
都度迅速に対応できている。
日常的に点検する意識を持
ち、破損個所の迅速な対応を
継続して努めていく。 

事
務 

ク 教職員の

多忙化解

消に向

け、「業務

改善」に

取り組

む。 

・ストレスチェッ
クの結果が県平
均より良好 
・職員会議は協議
事項の意見交換
を主として、連絡
事項は分かりや
すい資料の配布
で簡略化 
・業務のデータを
活用した効率的
な業務の実施、次
の担当者のため
に業務のマニュ
アル化 
・定期テスト監督
の平準化 
・職員の完全退庁
時間を設定 

・時間外勤務時間
が昨年度比－
５％を目指す 

・おおむね県平均と同じ結果 
 
 
・運営委員会や職員会議の資
料のデジタル化を進めた。ま
た発言内容の要約等を依頼
し、会議時間が短縮された。 
 
 
・学級閉鎖の判断ガイドライ
ンなど、従来時間がかかって
いた内容をマニュアル化し
た。 
 
 
・教務課でテスト監督の回数
等を管理している。 
・20:00 完全退庁時間を設定
し、掲示した。 
・定時退庁日などに呼びかけ
を行ったが、昨年度と比較し
て-0.33%にとどまった。 

Ａ 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
Ａ 
 
Ｃ 
 

次年度以降も継続。 
 
管理職 
議論に必要な時間を確保でき
るようにしたい。 
 
 
 
 
マニュアルだけでは対応でき
ない場面もある。臨機応変な
対応スキルを教職員が身に着
ける必要がある。 
 
 
次年度以降も継続。 
 
次年度以降も継続。 
 
目標達成には月当たり 80 時
間の削減が必要。全職員が月
あたり２時間残業を減らす必
要。 

管
理
職 

 

 


